
　東日本大震災から４年の月日が経

ちました。東北沿岸部の被災地につ

いて、テレビや新聞のメディアで報

じられることも少なくなりました。

しかし被災地は、依然として「復興」

という言葉からは程遠く、風化させ

ることなく支援を継続していくこと

が重要です。

　中央大学には、2011年より東北沿

岸部で学生が主体的にボランティア

活動を続ける「被災地支援学生団体」

が５つあり、少しでも復興の力とな

れるように様々なアプローチで活動

に励んでいます。主に長期休暇中に

現地で活動しており、岩手や宮城で

それぞれ活動をしてきました。

　学生たちが見た被災地の今と日頃

の活動の様子を知ってもらい、被災

地について考えてもらうために、写

真展を開催しました。活動場所や主

な対象者は異なっていても、５つの

団体の展示を眺めてみて分かること
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　私たちが活動を行っている岩手県

宮古市では、東日本大震災以前にも

明治、昭和と津波の被害に遭いまし

たが、見事に復興を遂げてきました。

その中で田老地区では過去の教訓を

生かして、ソフト面ハード面ともに

防災を意識したまちづくりを進めて

きました。

「万里の長城」とも呼ばれる高さ10

ｍ、総延長2.5㎞の大きな防潮堤は、

ご存知の方も多いのではないでしょ

うか。

　ハード面においては、避難しやす

くするための細かな工夫がなされて

います。そのうちのひとつが「隅切

り」です。道路の交差点において見

通しを良くしたり、曲がり角を通り

やすくしたりするために敷地の出
ですみ

隅

を取り除いてあります。これによっ

て安全に早く避難することができ、

視野が広がるためにお互いに声をか

けて助け合うこともできます。

　また、街を碁盤の目状に整備し、

どこにいても高台に向かって真っす

ぐ避難できるようなつくりになって

います。山側には、高台へ上がるた

津波防災の町、田老から学ぶ

は、まだまだ現地には震災の爪痕が

残っていて、人々は安心して暮らす

ことができておらず、そのような困

難な環境の中で現地の方は、中央大

学の学生たちが来ることを楽しみに

してくれているということでした。

　2015年度も夏、冬、春と活動を行

います。ぜひ一人でも多くの中央大

学生たちに被災地の現状とそこから

学べることについて「自分ごと」と

して考えてもらえたらと思います。

めの避難経路を数多く設置し、早く

避難できるようにしてあります。し

かし、この避難経路の手すりが大き

く曲がっているのを見てみると、い

かに津波の衝撃が大きかったか、津

波の高さが対抗できないものであっ

たかが分かると思います。津波は「万

里の長城」をも破壊し、乗り越えて

襲ってきたのです。この手すりは、

まさに東日本大震災の津波の爪跡で
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＜団体紹介＞

「はまらいんや」
【活動地】
宮城県気仙沼市面瀬中学校仮設住宅
【活動内容】
　3月11日は集会所で追悼式を行い、
仮設住宅で暮らす方たちと一緒に迎え
ました。私たちの団体は地域の方が「今
日を生ききる力になる」ことと理念とし
て、住民の方たちが安らぎを感じたり、
地域のつながりが生まれるように「お
茶会」や「ラジオ体操」などを実施して
います。

「面瀬学習支援」
【活動地】
宮城県気仙沼市面瀬小学校地区
【活動内容】
　面瀬小学校の子どもたちを対象に、
未来の地域の担い手として子どもたち
が健やかに育つように、ふるさとを知
る体験学習を行っています。この３月
は面瀬川を川下から上流を目指してピ
クニックをして、早春の草花や昆虫を
たくさん発見しました。

「チーム次元」
【活動地】
宮城県気仙沼市大島、鹿折地区
【活動内容】
　漁師が大勢いる大島では、ホタテの
殻を洗ったり、網を修理するなど漁業
のお手伝いをしています。また鹿折と
いう地区では、仮設商店街の方々のお
手伝いをしており、商店街の広場に接
する公園の遊具づくりを行いました。
活動を通して、大島や気仙沼を好きに
なって、これからも東北に足を運び続
ける人を増やしていきたいと思います。

「チーム女川」
【活動地】
宮城県牡鹿郡女川町
【活動内容】
　被災地の現状を自分の目で確かめ、
現地の方から震災の教訓を聞く「スタ
ディツアー」を行っています。３月は震
災から４年経ち、やっと「女川駅」が開
通することになり、駅前のロータリーが
整備されていました。こうした現地で
見聞きしたことを多摩地域で発信する
活動を通して、多摩での防災活動や被
災地の風化を防ぐことに貢献できたら
と考えています。

す。このような爪跡は震災から４年

経った今でもいまだに残っていま

す。これが現状です。

　メディア等で震災について報じら

れることも少なくなっている東京の

４年間と、今もなお復興と向き合う

被災地の４年間では感じる時の流れ

も違ってくる―。そんなことを私た

ちに語りかけているように感じま

す。

　さらに田老地区では、東日本大震

災の８年前である平成15年に「津波

防災の町宣言」を行い、防災訓練や

子どもたちによる津波防災カルタの

作成等の防災教育、語り部などソフ

ト面にも力を入れてきました。自然

の脅威に対してハード面の強化は、

限界があるうえに人々の油断をもた

らします。実際に東日本大震災では、

防潮堤があるから大丈夫だと過信し

てしまい、避難しなかった方もいた

ようです。

　被災地から遠く離れた東京で、私

たちにできることは何でしょうか。

それは、風化をさせないことである

と思います。2020年東京オリンピッ

ク・パラリンピックの開催が決定し

たことで、被災地からは建設関係の

業者が次々といなくなり、復興の計

画も進まないといいます。このよう

な状況下で、被災地の今を知り震災

を忘れないこと、防災に対しての意

識を高めること、そんな身近な一歩

を踏み出すことが大切なのではない

かと考えます。

避難経路の手すりが大きく曲がっている

現地で学んできた吉田沙織さん
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